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岡 山 市 花 き 地 方 卸 売 市 場 戦 略 的 経 営 展 望  概要版 

第１０次卸売市場整備基本方針において、地方

市場についても、市場開設者及び市場関係者が一

体となって、市場の位置付け・役割、施設整備の

計画や機能強化の方向等を含めた市場運営のあり

方を明確にすることが国から求められた。そこで、

市場としての経営戦略を確立するため、中央卸売

市場における経営展望の見直し作業と合わせ、平

成 29 年度から平成 33 年度を取組期間とする経

営展望を策定した。 
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取扱金額及び取扱数量の推移 １ 外部環境の変化 

○人口減少           ○物流環境の悪化 

 ○生産量の減少              ○国の規制緩和への動き 

 ○消費の低迷          ○小規模小売店の減少、スーパーの増加 など 

  

２ 内部環境の変化 

＜岡山市花き地方卸売市場の強み＞      ＜岡山市花き地方卸売市場の弱み＞ 

○流通網の結節点に位置              ○施設の老朽化、機能不足 

 ○農産物生産に適した気候風土           ○災害時、非常時への対応の不足 

 ○スイートピー、おかやまオリジナルりんどう等   ○売買参加者数の減少 など 

高品質な花きを生産 など 

  

         

岡山市花き地方卸売市場が目指す目標像 基 本 戦 略 取組・検討内容（平成 29 年度～平成 33 年度） 

１ 集荷販売力の強化 

２ 商品の付加価値の向上 

 

３ 防災・環境への対応 

① 中核となる農家の育成、② 生産体制との連携強化、 

③ 集荷体制の強化と業務の効率化、④ 需要期への対応、 

⑤ 販売体制の強化 

① 特色ある花きの生産振興、② 花のある生活の普及啓発、 

③ 花きの新しい効用 

① 災害時における事業継続計画（ＢＣＰ）の策定、 

② 施設の耐震改修工事、 

③ 卸売棟（卸売場・仲卸売場）の老朽化対策、 

④ 関連事業者売場棟の老朽化対策、⑤ 照明のＬＥＤ化 

産地の育成 

○他県にないオリジナリティのある花きの生産 

○個性化や付加価値の向上を図り、集出荷施設における低温設備など鮮度保持のできる施設整

備を進め、日持ちが良く品質の高い「岡山の花き」ブランドの確立に協力する。 

取扱量の拡大 

○地域内外の生産者との連携強化により、需要期に対応できる集荷機能の向上を目指す。 

○流通環境の変化に柔軟に対応できる設備や販売戦略を持った経営体の育成・強化を図る。 

消費の拡大 

○生産、流通、販売すべての花き関係者が一丸となって花きの PR 活動を展開。 

○花きを活用した異業種とのタイアップ、園芸療法や情操教育、景観整備などにより、伝統的

な花き文化の継承及び新たな文化の創出に向けた取組を行う。 
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